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10 一 衣服 の 礼儀 作法 
@ 衣服 の 徳 : 





1 一 それ は 身 を 飾り ます 。 祭 高 な る アッ ラー は 仰 ち られ ま し た :・ 
アー ダム の 子 ら (人 類 ) よ 、 ど この モス ク で も (衣服 で も っ て ) 身 を 着 飾 る 
の だ 。。 (グル アー ジン 7 :91) 


2 一 それ は 体 の 恥 部 を 呈 い ます 。 祭 高 な る アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た :・ 
アー ダム の 子 ら (人 類 ) よ 、 わ れ ら (アッ ラー の こと ) は あな た 方 に 、 あ な 
た 方 が (シャ イタ ー ン の 策略 に よっ て 人 類 の 祖 ア ー ダ ム と ハウ ワー が 霞 わ に 
され た と ころ の ) 恥部 を 覆う た め の 衣 服 と 着 飾 る た め の 衣 服 を 授け た 。 そ し 
て タク ワー と いう 衣 こ そ は 最上 の も の 。 これ (アッ ラー が 人 類 に 衣服 を 与え 
られ た こと ) こそ は 、 彼 ら が それ に よっ て 教示 を 受け る で あろ う ア デッラ ー の 
の し る し の 1 つか な の で ある 。 (ツル アデ アーン と 7 26 














3 一 それ は 寒 著 な どか ら 身 を 守っ て くれ ます 。 崇高 な る アッ ラー は 仰 ら れ ま し 
た :・ 

そし て (アッ ラー は ) あな た 方 の た め に 、 著 さ を し の ぐ 衣 服 と 寒さ を 防ぐ 衣 
服 を 与え られ た 。, (クル アー ン 16 : 81) 


博 アッ ラー が アー ダム の 子 ら (人 類 ) に 定め られ た 衣服 : 


1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ち られ まし た :・ 
アー ダム の 子 ら (人 類 ) よ 、 わ れ ら (アッ ラー の こと ) は あな た 方 に 、 あ な 
た 方 が (シャ イタ ー ン の 策略 に よっ て 人 類 の 祖 ア ー ダ ム と ハウ ワー が 霞 わ に 
され た と ころ の ) 恥部 を 杉 う た め の 衣 服 と 着 飾 る た め の 衣 服 を 授け た 。 そ し 
て タク ワー と いう 衣 こ そ は 最上 の も の 。 これ (アッ ラー が 人 類 に 衣服 を 与え 
られ た こと ) こそ は 、 彼 ら が それ に よっ て 教示 を 受け る で あろ う ア デッラ ー の 
ルル の し の 1 つ な の で ある 。。 (グル アー シン と / (いつ 0 





2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た :・ 

言え 、「 (アッ ラー が ) その し も べ で の た め に 提供 され た アッ ラー の 装飾 品 と 
、 そ の 糧 か ら の よき も の を 禁じ る 者 は 何様 で ちや る こと か ?」 言 えん 、「 そ れ ら 
は 現世 に お いて は (そもそも や も) 信仰 者 の た め の も の (だ が 、 不 信仰 者 も その 
享楽 に 与 る こと が 出来 る 、) 。 そ し て (それ ら は ) 審判 の 日 に お いて は 、 彼 ら 
(信仰 者 ) の み の た め の も の な の だ 。」 こ の よう に われ ら (アッ ラー の こと 
) は 、 知 識 あ る 民 に み し る し を 明らか に する の で ある 。, (クル アー ン 7 : 3 
2 ) 





@ 最良 の 衣服 : 





1 
訳者 注 : 「 タ クワ ー」 は 「 自 ら を 守る 」 と いう 動詞 の 名 詞 形 。 つ まり アッ ラー を 長 れ 、 ま た その お 即 り と 懲罰 に つ 
な が る よう な 行い - つま りか れ が 命じ られ た こと に 反し た り 、 あ る い は 禁じ られ た 事柄 を 犯し た りす る こと な ど - 
を 避け る こと で 、 自 ら の 身 を アッ ラー の お 婚 り や 懲罰 か ら 守 る こと を 意味 し ます 。 
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1 テニ ザ プシ ャ アデ アッパーズ (彼ら に アッ ラシー の ご 清 介 あ れ ) は 言い まし た 。 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :" 
白い 衣服 を 着る の だ 。 それは 最良 の 衣服 で ある か ら 。 そ し て それ で も っ て あ 
02905 te 0600E の 導 0 ゲラ マク ーー ドド II パク シル ママ テン ジ 
ャ の 伝承 ”) 



































2 一 アナ ス ・ プ ブン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た 

「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 最も お 気に入り の 服 は 
ウレ ーーB 2 で し た だ た 。、 川 (アル テン ジ パ ー リ テロ ム ス ひ みみ の 信 未 り 

アル テヒ バラ と は 、 美 し い 装飾 を 施さ れ た 綿 、 あ る い は 亜麻 製 の 衣服 で す * 









































3 一 ウン ム ・ サ ラマ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 最も お 気に入り の 服 
は 、 長 衣 で し た 。」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 ”) 

















@ 男性 及び 女性 に と っ て の 腰 布 の 着衣 位置 : 


1 一 アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル テ フ ドッ ゥ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 
は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言い まし た :" ムスリム の 腰 布 は 、 下 肢 の 半分 (の 位置 ) まで で ある 。 そ し 
て そこ か らく る ぶし まで の 間 で あれ ば 、 何 の 気兼ね も 間違い も な い 。 だ が く 
る ぶし の 下 に まで 達し た 部 分 は 、 地 獄 の 業火 の 中 に ある 。 下半身 を 覆う 衣 を 
秦 り 高ぶっ て 引き ずっ て 歩く 者 は 、 ア ッ ラ ー が 彼 を 見 守ら れ な いで あろ う 。 
SC の の ラッ ズー ウン ドイ アシ と ツー の の 信吉 



























































2 一 イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :" 下 半 
身 を 覆う 衣 を 秦 り 高ぶっ て 引き ずっ て 歩く 者 は 、 審 判 の 日 アッ ラー が 彼 を 見 
守ら れ な いで あろ う 。'′ する と ウン ム ・ サ ラマ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あ 
れ ) 付 言 いま し た -" それ で は 女性 は 、 表 の 足 死 を どう すべ き で し ょ うか ? 
” (アッ ラー の 使徒 は ) 言い まし た :" (下肢 の 下 半 分 の 位置 か ら ) 手の平 1 
つ 分 だ け 余 分 に 伸ばし な さい 。" (ウン ム ・ サ ラマ は ) 言い まし た :" それ 
で は 女性 の 足 が 露 わ に な っ て し まい ます 。" (する と アデ アッ ラー の 使徒 は ) 言 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4061) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3426) 、 ス ナン ・ 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ (1472) 、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1201) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 

) サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5813) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2079) 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 

4 
訳者 注 : 他 に も 、 イ エメ ン 製 の 上 衣 と か 、 刺 繍 の 入っ た 上 等 な 服 と か 、 緑 色 の 服 と か 、 ま た 当時 イエ メン で 最高 級 
と され て いた 綿 抽 の 衣服 で あっ た 、 な ど と いう 解釈 が あり ます (イブ ン ・ ハ ジャ ル 著 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー 
解 息 「 フ ァ ト ゥ フ ・ ア ル ニ テバ ー リ ー」 参 照 ) 。 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4025) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3396) 、 ス ナン ・ 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ (3575) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2877) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4093) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3449) 、 ス ナン ・ 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ (3573) 、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2875) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
ジグ 








いま し た :" それ で は せい ぜ い 1 腕 尺 分 ' ま で 伸ばし な さい 。 そ れ 以 上 伸ばし 
て は な ら な い 。"” 」 (アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー と アン テ ナ サ ー イ ー の 伝承 り 


@ プス バー アゲ に 対す る 警告 : 














1 一 アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ア イス パー ノレ 
は 腰 布 と 長 衣 、 そ し て ター バン に ある 。 それら を 箸 り 高 ぶっ て 長く た らし て 
いる 者 は 、 審 判 の 日 に アッ ラー が 見 守っ て 下さ る こと は な いで あろ う 。」 ( 
アグー デー ウー ドア ルッ ョ リー て の 信 示 0) 












































2 一 アブ ー・ ザ ッ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : に (Pi 
審判 の 日 、 ア ッ ラ ー か ら 語 りか けら れる こと も な けれ ば 、 ご 慈悲 を か けら れ 
る こと も な く 、 ま た その 罪 か ら 清 め ら れる こと も な い 、。 そし て 彼ら に は 痛ま 
し い 懲 信 が ある の だ 。′ アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
れ ) は そう 3 回 繰り 返し まし た 。 私 は 言い まし た : " (その よう な 者 た ちこ そ 
) よき も の を 禁じ られ た 損失 者 で す 。 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 一 体 そ れ は どの よ 
り 28 省 の こと で すず 0 タ 29” (アッ ラー の 合作 は ) 言い まし た し プス パー クル を 
する 者 と 、 恩 を 着せ た り 自 ら の 名 声 ゆ え に 施 すす 者 、 そ し て 偽り の 奪い の 言葉 
を も っ て 商品 を 売る 者 で ある 。'′ 」 (ムスリム の 伝承 ") 






























































3 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 く る 記し の 下 に か か 
る 腰 布 の 部 分 は 、 地 獄 の 業火 の 中 に ある 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 ?) 

















@ 禁じ られ た 衣服 と し と ね : 














1 一 ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ル テ ハ ッ タ ー ブ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) ! 
DI い 
まし た :* 絹 を まとっ て は な ら な い 。 そ れ を 現世 で 身 に 付け た 者 は 、 来 世 で 
bb る 0 ま どの こと ば は が い の で あめ る が か らち ら 。 1 (デア ルフ ハ ヘ ハーリー と ズリ スム 
の 伝承 ?) 









































訳者 注 : 1 腕 尺 と は 一 般 的 に 約 46cm、 あ る い は 約 114cm な ど と 見 られ ます が 、 イ スラ ー ム 法 に お ける 1 腕 尺 は それ より 
短い 単位 で ちる と いわ れ ま す (アル テム バー ラク フー リー 著 ジ ャ ー ミ ゥ ・ ア ッ デ テテ ィ ル ミズ ィ ー 解 説 「 ト フフ ァ ト 
・ ア デア ル テ ア フワ ズィー」 より) 。 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (1731) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (1415) 、 ス ナ 
ン ・ ア ン テ ナ サー イー (5336) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (4929) 。 文章 は アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 
も の 。 

) 訳者 注 : くる 記し の 下 ま で 衣服 を 垂らす こと 、 あ る い は 衣服 の 1 部 分 を 必要 以上 の 長 さ に する こと 。 














真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4094) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド 3450) 、 ス ナン ・ 
アン テ ナ サ ー イ ー (5334) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー 927) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の 文章 。 
11 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (106) 。 
2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5787) 。 
3 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (5834) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2069) 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
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2 一 アブ ー・ ム ー サ ー・ ア ル テ ア シュ アリ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ 
) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 安 あれ ) は 言い 
まし た : 「 絹 製 の 衣服 と 金 は 、 私 の ウン マ (共同 体 ) の 男性 に 禁じ られ た 。 
そし て 女性 に は 許さ れ た の で ある 。」 (アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー と アン テ ナ サ 
ー イ ー の 伝承 り ) 
































3 一 アル テバ ラー ッ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 
者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 私 た ち に 、7 つ の こと を 命じ られ 
まし た : (それ ら は つま り ) 病人 を 見 舞う こと 、 葬 儀 へ の 参列 、 く し ゃ み を 
2 に 本 0 の 2 なの タッ ワラー (ゲッ ラー が あめ 人 だ を 作 し まれ ます ポ う リツ 
言う こと (で す ) 。 そ し て 私 た ち に 絹 や 錦 、 絹 で 縫 わ れ た 衣服 、 金 位 を ま と 
うこ ご ど 、 ま た 絹 製 の し と ね お を 茜 じ られ まし た 。」 (アル テグ ハー リー と ムズ ス 
リム の 伝承 ") 
































ルー デア トシ ライ ラス 條 に アッ ラー の ご 滴 民 あれ ) , 代 言い まし た < ! 宛 

ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :" 私 の 
時 代 に は まだ 出現 し て いな い 、2 種類 の 地獄 の 民 が ある : 牛 の 尾 の よう な 鞭 を 
手 に 人 々 を 了 殴る 者 た ちと 、 体 の 一 部 を 露 わ に する よう な いで た ち を し "、 自 ら 
真理 か ら 遠 の き 、 か つ 他 人 を も 迷わ せる よう な 女性 た ち で ある 。 彼女 た ち は 
( 布 や 装飾 品 な ど で ) 頭 を 巨大 な ラク ダ の コブ の よう に 飾り 立て 盛り 上 げ さ 
せ て お り 、 天 国 に 入る こと も な けれ ば 、 そ の 芳香 に 与 る こと も な い 。 そ の 芳 
香 は し か じ か の 行程 まで 漂っ て 来る の も 関わ ら ず 、 で ある 。"」 (ムスリム 
の 伝承 ?) 







































































5 ゲン ンド ツアー ング プン ャ テバ ホル アジ シッ アル ーー アー スズ ( 修 ら に アデ アッ テラー の 
ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 
祝福 あ れ ) は 、 私 が 2 枚 組 み の 黄色 い 衣 服 を まとっ て いる の を 見 て 、 こ う 言 い 
まし た : " その 服 は 不信 仰 者 の も の で ある か ら 、 着 る の で は な い 。' 」 ( ム 
スリ ム の 伝承 ?) 









































6- フ ザイ ファ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 
に アッラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 私 た ち に 、 人 金銀 の 器 で 飲食 する こと と 
、 絹 や 錦 を まとう こと 、 そ し て それ ら の 物 の 上 に 座る こと を 禁じ られ まし た 
。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 9) 




















7ー- ア ブー・ ア ル テ マ リー フ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が その 父 か ら 伝 
える と ころ に よれ ば 、 預 言 者 ( 役 に ア デッラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 猛獣 
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真正 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー (1720) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (1404) 、 ス ナ 
ン ・ ア ン = ニ ナ サ ー イ ー (⑮265) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン = ニ ナ サ ー イ ー (4754) 。 文章 は アッ = ニテ ィ ル ミズ ィ ー の 
も の 。 

! サ ヒ ー フ ・ ア ルー ニ プ ハ ー リ ー (⑬849) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2066) 。 文章 は アル ー ニ プ ハ ー リ ー の も の 。 

16 

訳者 注 : 別 の 解 収 で は 、 ア ッ ラ ー の 恩恵 に 与 り つつ も それ に 感謝 し な い 者 た ち 、 ま た 衣服 を 身 に 付け て は いて も 、 

善行 や 来世 の 意識 や アッ ラー に 対す る 服従 な ど に お いて 欠落 し て いる 者 た ち 、 ま た 肌 が 透け る ほど に 薄い 衣装 を ま 
と っ た 者 た ち 、 な ど と いう 2 意味 に も 取れ ます (アン ニナ ワウ ィ ー 著 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム 解 釈 より ) 。 

7 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2128) 。 

8 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2077) 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5837) 。 
































の 皮 (の 利用 ) を 禁じ し まし た 。 (アプ ブー・ ダ ー ウ ー ド と アッ ニテ ィ ル ミズ イィ 
ー の 伝承 %) 


また 十字 架 や 魂 の ある 生物 の 描か れ た 衣服 や 、 他 人 か ら 際 立っ た よう な 華 
々 し い 出 で 立ち を する こと も 許さ れ て いま せん 。 














@ 禁じ られ た 歩き 方 や 服装 : 


1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た :・ 
そし て 春 り 高ぶっ て 人 々 か ら 類 を 背け て は な ら ず 、 地 を 高慢 に 歩い て は な ら 
な い 。 ア ッ ラ ー は いか な る 駐 慢 な 自惚れ 屋 も 愛 で ら れ な い の だ 。 そ し て 節度 
を も っ て 歩み 、 声 を 低め よ 。 最 も 醒 悪 な 声 と は 、 ロ バ の 鳴き 声 で ある の だ か 
ら 。, (クル アー ン 31 : 18 一 19) 











2 一 至高 の アッ ラー は 女性 に 対し て 、 こ う 仰 られ まし た : - 
そし て (女性 の 信仰 者 た ち は ) 衣服 の 下 の 装 飾品 (の 音 ) を (高らか に 鳴ら 
し て ) 人 に 聞か せる た め に 、 足 を 打つ よう に し て (歩い て ) は な ら な い 。, 
(クル アー ン 24 : 31) 





3 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 2 種類 の 衣服 の 身 だ し 
な み を 禁じ まし た : ( つ は ) その 取 部 を 隠す 物 も 着け ぬ ま ま 、1 枚 の 布 を ま 
と っ て 両足 を 胸元 に 抱え 込む せよ うに し て 座る こと 。 そ し て (も 2 う 1 つ は 、 穴 の 
な い ) 1 枚 の 布 で 体 の いか な る 部 分 も 外 に 出す こと な く 、 す っ ぱ ぽ り 完全 に っ 
CI まさ きり ) ・( ブ ル ルー アンペール リー の 信 り 



























































ーー アデ ジー ジジ イッ (後に アデ ッ ラー の ご 清 層 め あれ) は 言い まし た : 1 拓 
言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : " ある 男 が 2 枚 組 
み の 衣 を まとい 、 長 髪 を 肩 に な び か せつ つ 自 惚れ な が ら 歩 いて いる と 、 ア ッ 
ラー が 大 地 の 中 に 彼 を 飲み 込ま せ た 。 そ し て 彼 は 審判 の 日 が 来る まで 、 そ こ 
で も が き 転 が り 続 ける の だ 。′ (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ?) 







































































5 一 イブ ン ・ ア ッ パ バース (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 女性 を 模 條 する 
男性 と 、 男 性 を 模 條 する 女性 を 呪い まし た 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 り ) 









































5 デイ イプ ジッ ウマ ル (彼ら に デッラ ー の て ご 江 層 あれ) は 言い まし た | ト ア デック タ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :" ある 民 と 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4132) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3480) 、 ス ナン ・ 
アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー 1770) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イィ イー (1450) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
の も の 。 

人 4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5821) 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5789) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2088) 。 文章 は アル テー ブ ハ ー リ ー の も の 。 


23 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5885) 。 
5 




















同様 の 出で立ち を する 者 は 、 彼 ら の 仲間 で ある 。′ 」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
と アデ アフマド の 伝承 ?) 











@ 女性 が 衣服 や 装飾 品 で 人 目 も 釧 わ に 着 飾 ら な いこ と : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ち れ ま し た :- 
預言 者 よ 、 あ な た の 妻たち と 娘 た ち 、 女 性 の 信仰 者 た ち に 、 彼 女 ら が 頭 の 先 
か ら 外 衣 を 羽織 る よう に 言う の だ 。 そ うす れ ば 彼女 ら は (奴隷 で は な く 自 由 
民 で ある と ) 認識 され や すく 、 そ れ で 害 を 被る こと も な く な る で あろ う 。 ア 
ッ ラ ー は お 落し 深く 、 慈 悲 深 い お 方 で ある 。, (クル アー ン 33 : 59) 





2 一下 高 の ア デッラ ー は 仰 ら れ ま し た :- 
そし て 女性 の 信仰 者 た ち に 、 視 線 を 慎 ん で 貞操 を 守り 、 (や む を 得 ず ) 現れ 
る 飾り の 他 は 外 わ に し な いよ うに 言う の だ 。 そ し て 彼女 ら に 、 頭 巾 を 胸 の 辺 
の まで 日 らい よ う に さ 層 よし と 人 グル デー シシ 209) 





ee 当 記 の ゲ タ ダダ ア ー 島 作ら 私 まし だ て > 
そし て 更年期 に 入り 、 結 婚 も 望ま な いよ うな 高齢 の 女性 は 、 装 身 具 を 赴 わ に 
し て 着 飾 る こと が な けれ ば 、 (女性 に と っ て 禁じ られ た 体 の 部 位 が 赴 わ に な 
ら な い 範 囲 で ) 外 衣 を 着用 せ ず と も 罪 は な い 。 し か し (その よう に せ ず ) 慎 
まし く あ る 方 が 、 彼 女 た ち に と っ て よい こと で ある 。 アッラー は 全 知 全 聴 の 
お 方 。, (クル アー ン 24 : 60) 





@ 身 を 飾り 、 清 深 さ を 尊ぶ こと : 














1 一 アブ ー・ ア ル テ ア フワ ス が その 父 か ら 伝 える と ころ に よれ ば 、 彼 は 言 
いま し た : 「 私 (アブ ー・ ア ル テ ア フワ ス の 父 ) が 粗末 な 服 を まとっ て 問 言 
者 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の も と に 赴く と 、 彼 は こう 言い ま 
し た :" あな た に 財産 は ある か ?" 私 は 言い まし た : " は い 。" (預言 者 は 
) 言い まし た :" それ は いか な る 財産 か ?" 私 は 言い まし た :" アッ ラー は 
私 に 、 ラ クダ や 羊 、 馬 や 奴隷 を 授け られ まし た 。" (する と 預言 者 は ) 言い 
まし た :" アッ ラー は あな た に 財産 を お 恵み に な られ た の だ か ら 、 ア デッラ ー 
の 軸 恵 と 栄誉 の 印 が あな た (の 姿 ) に 反映 され る よう に し な さい 。”′ 」 ( ア 
ーー・ ダ ー ウ ー ド と アン ニナ サー イー の 伝承 ?) 
























































ーー ビル ルッ マジ シャ ジア ドッ ラー (人 K ら に ゲッ ラー の ご 漬 児 め れ ) は 
言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 私 
た ちの も と に や っ て 来 た 時 、 髪 を ぼ ば さぼ さ に 乱 し て いる 男 を 見 て こう 言い ま 
し た : " この 男 は 自分 の 髪 を 械 か す 物 が な い の か ?” そし て 別 の 男 が 汚れ た 
衣服 を 身 に 着け て いる の を 見 て 、 こ う 言 いま し た : " この 男 は 自分 の 衣服 を 
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良好 か つつ 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4031) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3401) 、 
ム ス ナ ド ・ ア フ マ ャ ド (5114) 。 イ ル ワ ー ウ ・ ア ル ニ テ ガ リ ー ル (1269) 参照 。 

M 

真正 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド 4063) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3428) 、 ス ナン ・ 
アン テ ナ サ ー イ ー (5224) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (4820) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
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洗う 物 さ えな い の か ?′ 」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド と アン テ ナ サ ー イ ー の 伝承 “ 
9 


@ 頭 に 着け る も の : 














アデ ムル ャ プシ アラ イス ( 彼 に アッ ラー の ご こ ご 洒 悦 あれ) は 言い まし た : 「 
( 今 で も ) 私 は 、 黒 い タ ー バ ン を まとっ て その 両端 を 両 肩 の 間 に 垂らし た ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 、 説 教壇 の 上 に 立っ 
て いる 姿 を 眼前 に 見 て いる か の よう で ある 。」 (ムスリム の 伝承 ") 


















































@ 新しい 衣服 を 着用 する 時 に 言う こと : 











アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル テ フ ドッ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言 
いま し た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 長 衣 
で あろ うと ター バン で あろ うと 、 新 し い 衣 類 を 着用 する 時 に は アッ ラー の 御 
名 を 唱え まし た 。 そ し て こう 言い まし た :" アッ ラー よ 、 全 て の 讃 美 は あな 

ここ そ あ れ 。 あ な た こそ が 私 に これ を 着せ て 下さ いま し た 。 こ れ に ある 良 
き や の と 、 こ れ に よっ て 得 ら れる 良き も の を 与え て 下さ いま すず よう に 。 そし 
て あな た に そこ に ある 悪し きも の と 、 そ れ に よっ て 得 ら れる 悪し きも の か ら 
の ご 加 旭 We ちず に コア ブー ババ ネッ こう きっ て いす 「 預 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 教 友 た ち は 誰 か が 新しい 衣服 を 着用 
し た 時 に は 、 半生 らい SD この し 
に アッ ラー が 新しい 物 を 与え て 下さ いま す よ う 。?" 」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー 
は 戸 デ 用 孝 天 イ ル ペ ペイ ー の 伝承 9) 
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@ 新しい 衣服 を 着用 し た 者 が 言わ れる が ゥ アー (祈願 ) の 言葉 : 














ウン ムッ パー リド ャ く セ ジ ド ャ ハー リド 人 克 で アッ ラー の で 満 全 あれ) 令 
言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も 
と に 、 黒 い 模様 付き の 絹 織 り の 服 を 含む 何 枚 か の 衣類 が も っ て 来 ら れ ま し た 
。 (アッ ラー の 使徒 は 人 々 に ) 言い まし た :" この 絹 織 り の 模様 付き の 服 を 
、 誰 に 着 芝 た ら よ いと 思う が か が?" する と 人 々 は 黙 り 込ん で し まい まし た 。 ( 
アッ ラー の 使徒 は ) 言い まし た :" ウン ム ・ ハ ー リ ド を 連れ て 来 な さい 。" 
そし て 私 は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 連れ て 来 
られ 、 彼 の 手 で も っ て それ を 着せ られ まし た "。 そ し て 彼 は 私 に 2 回 、 こ う 言 


































































































26 
真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4062) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3427) 、 ス ナン ・ 
アン ニテ ナ サー イー ⑮236) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン = テ ナ サー イー 832) 。 文章 は アプ ブー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 


7 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (359) 。 
28 











訳者 注 : つま り そ の 衣服 を アッ ラー へ の 服従 や 上 祭 拝 行為 に 用 いれ ば 、 そ れ に よっ て 報奨 が 得 ら れ ま す が 、 そ の 衣 
服 を アッ ラー へ の 反逆 行為 や 不服 従 に 用 いれ ば 、 そ れ に よっ て 罪 が 得 ら れる こと に な り ま す 。 
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訳者 注 : つま り そ の 衣服 が 着 古 され 、 そ の 後 別 の 新しい 衣服 を 得る 時 が 来る まで 長生 き し ま す よ うに 、 と いう 意 

味 で す 。 
30 
真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4020) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3393) 、 ス ナン ・ 
アッ テテ ィ ル ミズ イー (1767) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (1446) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
の も の 。 
1 訳者 注 : 服 は 子供 用 の も の で 、 当 時 彼女 は まだ 子供 で し た 。 
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いま し た :“ (その 服 が ) ぼろ に な り 、 着 古 さ れる まで あな た が 長生 き しま 
お の 。 と (だ 当 プペ ポー リー の 信 承 9 


@ 靴 の 履き 方 : 

















1 一 ジャ ー ビ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満 悦 あ れ ) は 言い まし た : 「 私 は 私 た 
ちの 参加 し た ある 戦役 に お いて 、 聞 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
れ ) が こう 言う の を 聞き まし た :" 靴 を 履く よう に せよ 。 靴 を 履け ば 、 乗 り 
物 に 乗っ て いる よう (に 安全 ) な も の で ある か ら 。" (ムスリム の 伝承 ) 












































2 一 アプ ブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 デ アッ ラー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 靴 を 履く 時 は 右 
足 か ら 始め る の だ 。 そ し て 脱ぐ 時 は 左足 か ら に せよ 。 右足 を 先 に 履く 方 と し 
、 後 に 脱ぐ 方 と する の だ 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 

















ーー 














@ 男性 の 指輪 は どの 指 に 装着 する か ? : 














1 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 金 の 指輪 を 禁じ られ まし た 。 (アル 
ー テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ") 


























2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 指輪 は 銀製 で 、 そ の 石 の 部 分 も 銀 で し た 。 (アル テ 
ブ プ ハ ー リ ー の 伝承 ") 























3 一 アナ ス ・ プ ブン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 右手 に 銀 の 指 輸 を し て い 


まし た 。 そ れ に は エチ オ ピ ア 産 の 石 が 餅 め て あり 、 彼 は その 石 が 手の平 側 に 
向く よう に し て いま し た 。 (ムスリム の 伝承 9) 













































































4 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ) は 指輪 を 作り 、 こ う 言 いま し た :" 私 は 指輪 を 
作り 、 そ こ に (アッ ラー の 使徒 ムハンマド 、 と ) 文字 を 刻ん だ 。 ゆ え に あ な 
た 方 の いか な る 者 も 、 (同様 の 文字 を ) 指輪 に 刻ん で は な ら な い 。” 私 ( ア 
ナス ) は ( 今 で も 眼前 に ) 彼 の 小指 の (指輪 の ) 輝き を 見 て いる か の よう で 
す 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 め ) 



































@ 女性 が 装着 し て も よい 金銀 製品 : 





3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5845) 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ムスリム (2096) 。 

! サ ヒ ー フ ・ ア ルー プ ハ ー リ ー (6856) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (097) 。 文 章 は アル ー ブ ハ ー リ ー の も の 。 
5 サ ヒ ー フ ・ ア ル = ニ ブ ハ ー リ ー (5864) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2089) 。 

6 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5870) 。 

7 サ ヒ ー フ ・ ムスリム (20094) 。 

39 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5874) 。 














トー イジ シィ アッパーズ (人 らし に アデ アッ シー の こ 清 人 あれ ) は 言い まし だ 、 

「 私 は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) と 共に イー! に 出席 し 
ま し た 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 説教 の 前 に 礼拝 す 
る と 、 そ れ か ら 女 性 の と ころ に 赴き まし た 。 す る と 彼女 た ち は 、 (施し を 集 
め る た め に 預言 者 に 随伴 し て いた ) ビラ ー ル の (広げ られ た ) 衣 の 中 に 、 大 
小 の 指 輸 を 投げ 入れ 始め まし た 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ") 
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2 一 アー イシ ャ (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 彼 女 は アス マ 
ーー が ら 育 帥 り を 借り て 、 宅 れ を 維 失 し て し まい まし た だ 。 それ で デア ッ シー の 
使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 1 人 の 男 を (その 捜索 の た め ) 
使い に 出し 、 彼 は それ を 見 つけ まし た 。 そ し て 礼拝 の 時 間 が 来 ま し た が 、 彼 
ら は 水 を 持ち 合わ せ て いな か っ た の で 、 (ウド だ ゅ ゥ ー" す る こと な し に その まま 
) 礼拝 し まし た 。 そ の 後 彼ら は その こと を アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平 客 あれ ) に 訴え まし た が 、 こ うし て アッ ラー は デ ッ テ タ ヤ ギン ム 
スム の 節 “ を 啓示 され た の で し た 。」 (アル テ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 ") 














































































































@ 衣服 や し と ね を 慎 まし くす る こと : 


1 一 アブ ー・ ブ ル ダ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言 2 
イシ ャ は 粗い 生地 の 上 衣 と 腰 巻 用 の 布 を 取り 出し 、 私 た ち に それ を 見 せる と 
、 こ う 言 いま し た :" 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 魂 が 
(現世 を 離れ て ) 旅立っ た 時 、 彼 は これ ら (の 衣服 ) を まとっ て いた の で す 
。” 」 (アデ アルテ プ ハ ー リ ー と よ ふ スリ ム の 伝承 ぐ 


















































2 一 アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 身 を 横 た え る ベッ ド は 、 木 の 組 
維 が 詰め られ た な めし 革 製 の も の で し た 。 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 
伝承 『) 
































9 訳者 注 : こ こ で の 「 イ ー ド 」 は 「 イ ー ド ・ ア ル ニ テニ フ ィ ト ッ ゥ ル 」 つ まり 断食 明け の 祭日 の こと 。 

0 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5880) 、 サ ヒー フ ・ 9 (884) 。 文 章 は アル テニ ブ ハー リー の も の 。 

1 訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清浄 化 を 意図 し た 体 の 各部 位 の 洗浄 。 
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訳者 注 : 「 タ ヤン ム ム 」 と は 、 水 が 存在 し な か っ た り 、 あ る い は それ が 正当 な 理由 で 使え な い 状 態 に ある 時 、 砂 や 
去 を 水 の 代 用 物 と し て 体 を 清浄 な 状態 に する こと で す 。 ク ルアー ン の 4 章 43 節 参照 の こと 。 
9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (336) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (367) 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5818) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2082) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6456) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2082) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
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